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Abstract：In1984，a　bacterial　disaese　of　citrus　was　found　in　Florida，United　States．The　causal

bacteria　of　this　disease　was　compared　with　Japanese　isolates　of　Xanthomonas campestris pv.citri

（HASSE）DYE．Pathogenisity　of　both　isolates　were　compered　by　inoculation　to　citrus　leaves　of

some　citrus　cultivers．Frolida　isolates　produced　sunken，water－soaked　lesions　surrounded　by

chlorosis　on　inoculated　citrus　leaves．These　symptoms　differed　from　that　of　Japanese　isolates．

Physiological　properties　of　Frolida　isolates　were　same　as　Japanese　isolates　except　utihzation　of

arabinose　and　serobiose．　Selorogical　properties　and　phage　susceptibility　of　Florida　isolates

deffered　from　these　of　Japanese　isolates。Therefore，it　is　considered　that　the　causal　bacteria　of

Florida“Citrus　Canker”is　defferent　from　previously　described　four　strains　of　citms　canker

bacteria（A，B，ML　and　CB　strain）．

は　じ　め　に

　現在，カンキツかいよう病の病原細菌であるXα初h－

o窺o箆硲oα別ρ6s師s　pv．citri（HAssE1915）DYE1978

には，世界でA，B，ML，およびCB型の4つの系統の

あることが知られている。A型は病原性が強く，ほと

んどのカンキッ類（Cπ7総spp，）に病原性を示し，日

本をはじめアジアに広く発生している（後藤，1962）。

B型はレモン（O　l6溺on　BuRM．cv．Lisbon）に強い

病原性を示し，その他のカンキツにはA型に比べて病

原性が弱く，アルゼンチン，パラグアイ，ウルグアイ

に発生している（GOTO6！α」．，1980）。ML型はメキシ

カソライム（C側昭％！肋1勿（Christm．）Swing．）に強

い病原性，タヒチライム（C，娩肋磁TANAKA）には

弱い病原性を示し，他のカンキツには病原性を示さず

ブラジルに発生している（NAMEKATA1971）。CB型

はメキシカンライム，グレープフルーツ（C・ρα昭認舘

Macf．），ペルシャライム（C観〃b伽TANAKA）に病

原性を示すが，A，B，ML型ほど顕著なかいよう斑を

＊　本報告の概要は昭和61年度日本植物病理学会秋期

　関東部会（1986年11月）において発表した。

形成しないのが特徴で，Citrus　Bacteriorosisと呼ば

れ，メキシコに発生している（RoDRIGuEzG　6！α1．，

1985）。

　アメリカ合衆国では1910年に日本から導入したカ

ンキツ苗木について侵入したカンキツかいよう病（A

型）が特にフ・リダで問題となったが，その後の大規

模な撲滅事業により1947年，撲滅されるという経緯が

あった。しかし，1984年，いくつかのカンキツ苗木園

で葉にハ・一を伴う褐色病斑を形成する病害が発生

し，“Citrus　canker”とされた（ScHouLTIEs　and

MILLER，1985）。著者らは本病の病原細菌の性質を調

べるため，農林大臣の特別許可を得て，フ・リダ産

“Citruscanker”病原細菌9菌株を導入し，日本産カン

キツかいよう病菌（A型）6菌株とカンキツ葉での病原

性，病徴，細菌学的性質を比較した。

　当調査を行うに当たりフ・リダ産菌の導入に際しご

協力いただいた元米国農務省植物防疫課長H．L．

FoRD氏，菌株を分譲下さった米国農務省Horticul－

tural　Science　Institute，E．L．ClvERoLo博士，日本産

カンキッかいよう病菌を分譲下さった果樹試験場久原

重松，小泉銘冊両博士，および電子顕微鏡写真の撮影

に協力いただいた当所大和圃場の各位に厚くお礼申し
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上げる。

材料および方法

　5）　ファージ感受性試験　CP1，CP2ファージに対

する日本産菌，フ・リダ産菌の感受性は，ファージの

段階希釈によるOBATA（1974）の方法で行った。

供試細菌

　日本産カンキッかいよう病菌は，N6101，N6119

（WAK【MoTo，1967），6501，7501（果樹試験場から分譲）

YT159，YS1（当所分離菌株）の6菌株，フロリダ産
“Citrus　cankerP病原細菌は，F－1，F－3，F－31，F－33，

F－49，F－56，F－79，F－86，F－103の9菌株を供試した。

継代培養はジヤガイモ半合成培地（PSA）30。Cで行つ

た。

接種試験

　鉢植えの2年生バレンシアオレソジ，ネーブルオレ

ンジ，ナッダイダイ，川野ナッダイダイ，温州ミカン，

レモン菌の新葉に日本産菌6501，フ・リダ産菌F－1，

F－31（48時間培養）を接種した。方法は，70％エタノー

ルで表面殺菌した新葉に，Tween20を添加した約

！010cells／mlの細菌懸濁液を筆で塗布L，針で一回，軽

く刺すことにより有傷接種した。カンキッ以外には，鉢

植えのインゲンマメ，ディフェソバキア，ワタ，ベゴ

ニア，ポインセチア，トマト，キュウリ，ゼラニウム，

キクを供試し，これらへの病原性を調べた。

　接種した植物は，接種後48時間湿室に置き，接種後

1ヵ月間空調装置のあるガラス室に置いて病徴の出現

を観察した。

細菌学的性質

　1）形態　PSA斜面培地で24時間培養したフ・リ

ダ産菌を滅菌水に懸濁し，2．5％リンタングステソ酸水

溶液で染色し，電子顕微鏡（Hitachi　Hl2）で観察した。

　2）　生理的性質　主にDYE（1962♪の方法に従い，富

永（1971），および西山（1978i）の方法も一部の項目で

用いた。

　3）　温度別生育試験　PSA斜面培地で48時間培養

した日本産菌N6101とフ・リダ産菌F－1をそれぞれ

10mlの滅菌水に一白金耳とり懸濁液とし，それらの

一白金耳をNutrientbroth〔Difco社i）10mlに移植し

て，0，5，10，！5，20，25，30，35，38℃で7日間静置培養

した。各温度別の生育程度は，分光光度計（島津製作

所UV－200）を用いてNutrientbrothの600nmの吸

光度を測定して数値化した。

　4、血清学的性質　日本産菌N6101抗血清を用い，

寒天ゲル内拡散法（0．8％寒天）により，日本産菌，フ

・リダ産菌の反応を比較した。

接種試験

結 果

　カンキツではフ・リダ産菌，日本産菌とも接種3日

目から病斑を形成し，接種11日目には供試カンキツの

すべてに病原性を示した。日本産菌は，初期には小さ

なもり上がった白色のかいよう斑を形成し，後にそれ

は褐色のコルク状のかいよう斑となった。かいよう斑

の周辺には接種20日目以降ハ・一を形成した。一方，

フ・リダ産菌は，はじめ接種部を中心としたハ・一を

伴う褐色病斑を形成し，接種20日以上経過してももり

上がったかいよう斑にはならなかった（Fig．1）。その

後，病斑の拡大はみられるが日本産菌ほど顕著な拡大

はみられなかった。

Fig．1． Symptoms　on　artincially　illoculated　cit－

rus　leaves　Right二Frolida　isolute，Left：

Japanese　isolate．

　イγゲンマメ，デフェンバキア，ワタ，ベゴニア，ポ

インセチア，トマト，キュウリ，ガーベラ，ゼラニウ

ム，キクの葉には，日本産菌，フ・リダ産菌とも病原

性を示さなかった。

細菌学的性質

　！）形態　桿状で単極に1本の鞭毛を有していた
（Fig．2）。

　2）　生理的性質　Table　l，2に示すように，炭水化

物の分解能において日本産菌がアラビノース，セロビ

オースで陰性を示したが，フ・リダ産菌は陽性を示し

た。その他の性質では，日本産菌，フ・リダ産菌とも
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良好であり，38℃では生育しないのに対して，フロリ

ダ産菌ぱ15～25℃では生育が日本産菌に比べて悪い

が，38℃では生育した。

　4）血清学的性質　日本産菌N6101抗血清に対す

る反応はFig．4に示すように，日本産菌はすべて互い

に連続する同一の沈降帯を形成したが，フロリダ産菌

は日本産菌に対してスパーのある沈降帯を形成する菌

株受F33，F－56，F－79，F－86）と全く反応を示さない
菌株（F－1，F 3，F－31，F－49，F－1（〕3）があ・）た。

Fig．4．　Agar　gel　diffusion　test

AS：antiseram
　　　（N6101）

　　N6101
　　N61！9

　　F－49

　　6501

　　F－56
　　YT－159

　5）　7アージ感受性試験　日本産菌はN610！，7501

がCP1ファージに，N6119，YT159，YSl，6501がCP2

ファージにそれぞれ感受性を示したが，フ・リダ産菌

9菌株はいずれのファージにも感受性を示さなかっ
た。

型）の間（GOTO6！ol．，1980），ブラジル産菌（ML型）

と他の系統の間（NAMEKATA6！〃1．，1972）でも知られ

ているが，フ・リダ産菌の日本産菌N6101抗血清に対

する寒天ゲル内拡散法での反応は，日本産菌の沈降帯

に対してスパーのある沈降帯を形成するもの（4菌株，

と沈降帯を形成しないものし5菌株）に分かれた。詳細

な血清型はフ・リダ産菌の抗血清を用いて調べる必要

があるが，当試験の結果はフ・リダ産菌9菌株の中で

も少なくとも2つの血清型が存在することを示唆し

た。日本産のカンキツかいよう病菌の98．6％はCP1，

CP2ファージのいずれかに感受性であることを
OBATA（1974）は報告している。今回，供試した6菌

株の日本産菌もいずれかのファージに感受性であった

が，フ・リダ産菌9菌株はアルゼンチン産菌女GOTO召’

α1．，1980）と同様に感受性を示さなかった。

　以上のように，フ・リダ産菌は，接種試験に供した

植物に限ってはカンキッ以外に病原性を示さず，生理

的性質で日本産菌と大きな相違点がみられないことか

ら，Xαη！ho，盟072αs僻ηρ63加s　pv，6！！7ノ（HAssE19151）

DYEl978と考えられたが，病徴，血清学的性質等で日

本産菌と異なった。また，フ・リダ産菌の病徴，カン

キッ類での寄生範囲は，アルゼンチン産菌，ブラジル

産菌，メキシコ産菌（CB型）のそれぞれの報告とも異

なった。このことから，フ・リダ産菌は，これら既存

の系統とは異なる系統のX‘zη漉oアηon認　6研2ρ8s’廊

pv．c1醜（HAssEl915）DYE1978と考えられた。

考 察

　フ・リダ産菌は供試したすべてのカンキッ類に対し

て日本産菌同様，病原性を示した。しかし，フ・リダ

産菌によって引き起こされる病徴は，ハ・一を伴う褐

色病斑で日本産菌のようなかいよう斑を形成せず，病

斑の拡大も日本産菌ほど顕著にみられなかった。この

ことから供試カンキツに対する病原性は，日本産菌よ

り弱いと考えられた。また，フ・リダ産菌の生理的性

質は，アラビノース、セ・ビオースを単一炭素源とし

て利用する点を除いて，日本産菌と大きく異なる点は

みられなかった。生育温度は，フ・リダ産菌が日本産

菌の生育でぎない38℃で生育可能であり，10～20℃

での生育は日本産菌の生育程度の約50％であること

からフ・リダ産菌の生育適温域は日本産菌より高温域

にあると考えられた。血清学的性質は，日本産菌とフ

・リダ産菌とで異なった。このような系統間での血清

学的性質の相違は，日本産菌とアルゼンチン産菌“B

摘 要

　1984年，米国フロリダ州において，スイートオレン

ジ等のカソキッ苗木に褐色病斑を生ずる病害が発生

し，“Citruscanker”とされた。この病原細菌9菌株を

導入し日本産カンキッかいよう病菌と比較した。本菌

は有傷接種でバレンシアオレンジ等のカノキツ類にハ

・一を伴う褐色病斑を形成し，日本産菌のようなかい

よう病斑を形成しなかった。本菌は炭水化物の分解能

でアラビノース，セ・ビオースを分解する点で日本産

菌と異なったが，その他の生理的性質等はほぼ同様で

あった。ゲル内拡散法による日本産菌抗血清との反応

では，本菌9菌株のうち4菌株がスパーを形成し，5菌

株は反応せず，両菌は血清学的に異なった。CPl，CP2

ファージに対する感受性では，日本産菌はいずれかの

ファージに感受性を示したが，本菌は感受性を示さな

かった。以上の結果から，フ・リダ産“Citmscanker”

の病原細菌は，既存のカンキッかいよう病の4つの型，

A，B，ML，およびCB型とは異なるものと考えられ
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